
江見３地区学校施設等統合整備検討委員会第１回会議概要

１ 日 時 平成25年７月18日（木） 19時から20時30分まで

２ 場 所 鴨川市役所 ７階会議室

３ 出席者

（1）江見３地区学校施設等統合整備検討委員会委員

委員長 久保 正二、副委員長 斎藤 剛

本吉 淳二、庄司 里美、安西 孝之、石渡 嘉一、山口 眞一、川上 一之

佐粧 等、若月 由実、原 由美子、中村 貴生、八代 栄、長谷川 裕一

松下 綾子、山口 裕伸

（2）市出席者

教育長 野田 純、教育次長 蒔苗 茂、学校教育課長 前田 惠美子

福祉課長 羽田 幸弘、学校教育課課長補佐 長谷川 幹男

福祉課課長補佐 石井 宏子、学校教育課総務係長 唐鎌 孝行

学校教育課学校環境整備係長 桐木 勝、福祉課児童係長 安田 勉

学校教育課主任技師 鈴木 一雄

４ 次 第

１ 開 会

２ 委嘱状・任命書交付

３ 教育長挨拶

４ 委員紹介

５ 役員選出

６ 議 事

（１）江見３地区学校施設等統合整備の予定等について

（２）その他

７ 閉 会

５ 会議内容

別紙のとおり

６ 会議の傍聴者等

傍聴者 １名・報道関係者 １名



１ 開 会

（午後７時開会）

（配布資料の確認）

（委員会設置要綱の説明）

唐鎌学校教育課総務係長

会議に先立ち、本日の会議の取扱いについて、説明させていただきます。

本市では、附属機関等の会議の公開に関する実施要領を定めさせていただいていると

ころでございます。附属機関等というのは、今回の委員会のように委員就任をお願いし

て、課題等を検討していただく会議になりますが、この実施要領におきまして、附属機

関等の会議については、原則として公開する。また、会議が行われたときは、会議録を

作成し、原則としてこれを公開する。会議録は、附属機関等の長が指定した者の確認を

得ると、このように定められております。

そこで、これからの会議につきましては、会議で話し合われた内容について、発言者

別に要点をまとめた会議録を作成し、これを公開することとさせていただきたいと存じ

ます。

それから、これに関連し、会議録を作成するために、毎回、会議を録音させていただ

きたいと存じますが、よろしいでしょうか。

（異議なし）

それでは、そのように取り扱うこととさせていただきます。

本日は、会議の傍聴を希望する方が１名お見えでございます。ただ今、会議の公開を

ご了承いただきましたので、これから傍聴希望者に入場していただきますので、今しば

らくお待ちください。

（傍聴希望者入場）

ただ今から江見３地区学校施設等統合整備検討委員会第１回会議を開会させていた

だきます。

２ 委嘱状・任命書の交付

唐鎌学校教育課総務係長

教育長から委嘱状及び任命書の交付をさせていただきます。

(教育長から委嘱状・任命書を交付)

３ 教育長挨拶

野田教育長

皆様には、大変お忙しい中、また、お仕事後の疲れもあるかと思いますが、夜の会議

にもかかわらずにご出席を賜りましたこと、心より感謝を申し上げます。

現在、江見・太海・曽呂の各地区では、３小学校ともに児童数の減少が続いており、

今後は、複式学級の増加が見込まれるなど、教育環境の改善が懸案事項となっておりま



す。

また、幼稚園では市内の多くの地区で４・５歳児の幼稚園教育が実施されております

が、江見地区では５歳児のみの幼稚園教育であり、預かり保育も実施されていないなど、

幼保一元化への取組についても遅れている状況にあります。

このような状況から、市では昨年、江見地区及び天津小湊地区における幼児及び児童

の教育環境並びに教育施設の今後のあり方を検討するため、第２次鴨川市学校適正規模

検討委員会を設置し、江見地区及び天津小湊地区に設置する幼稚園及び小学校の適正規

模・適正配置に関すること。幼保一元化の推進に関すること。の２項目について諮問し、

検討をお願いいたしました。

この検討委員会では、学校関係者や保護者、地域の代表など 18名の委員の皆さんが、

合計７回の会議で活発に意見を出し合っていただき、熱心にご検討を行っていただいた

ところでございまして、その検討結果として、答申書が昨年 11 月 21 日に提出されたも

のでございます。

答申内容につきましては、「江見地区の３小学校は旧江見中学校施設を活用して統合

する。江見地区６箇所の幼稚園、保育園を統合した一体型施設を江見中学校敷地内に新

設する。施設の開校・開園は平成 27 年度を目途とする。」というご提言をいただいてお

ります。

この答申内容につきましては、今年に入りましてから１月、そして新市長就任後の４

月と、お手元の資料１をもとに地区毎に説明会を実施させていただきました。市といた

しましても答申内容を尊重し、事業を進めていく方針を決定し、去る６月議会におきま

しては、設計予算のご可決をいただいたところでございます。

今回、皆様に委嘱させていただいた本委員会は、施設整備に向けてより具体的な取組

を行うため、ご意見等を頂戴する場でございますので、どうぞ活発なご討議をお願いい

たします。

今後、この答申内容を踏まえまして、江見地区の「幼保一元化の推進」、「学校適正規

模」という２つの大きな課題の解消に向けて、施策を推進して参りたいと、このように

考えておりますので、皆様方におかれましては、ご理解賜りますよう、よろしくお願い

申し上げる次第です。

なお、第２次鴨川市学校適正規模検討委員会の委員に引き続き、この整備検討委員会

に参加していただきました委員の皆様、本当にご苦労様です。ありがとうございます。

４ 委員紹介

（市側出席者及び委員が自己紹介を行う。）

５ 役員選出

唐鎌学校教育課総務係長

委員会設置要綱第３条第３項に、｢委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選

によりこれを定める｣とありますように、本委員会の役員の選出をお願い申し上げます。

役員が決定するまでの間は、教育長が座長ということで、この選出を進めさせていただ

きたいと思いますが、よろしいでしょうか。

(異議なし)



野田教育長

それでは、ただ今からしばらくの間、座長を務めさせていただきますので、委員の皆

様のご協力方、よろしくお願いいたします。

先ほど、事務局から説明がございましたが、江見３地区学校施設等統合整備検討委員

会設置要綱の第３条第３項に、「委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互

選によりこれを定める」とございます。

この規定により、今回、本委員会の委員長及び副委員長をお選びいただきたいと思い

ます。委員長、副委員長をどのように決めたらよろしいか、ご意見がありましたらよろ

しくお願いしたいと思います。

いかがいたしましょうか。

（一任の声あり）

それでは、事務局にお任せいただけるでしょうか。

一任という声がありましたので、事務局に案がありましたらお願いします。

蒔苗教育次長

それでは、事務局の案をご提案させていただきます。

委員長を久保 正二委員にお願いしたいと考えております。以上です。

野田教育長

いかがでしょうか。

（異議なし）

野田教育長

続きまして、副委員長の方につきましては案がございますでしょうか。

事務局へ一任ということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

蒔苗教育次長

副委員長は、斎藤 剛委員にお願いしたいと考えております。

野田教育長

よろしいでしょうか。

（異議なし）

それでは、この会の委員長に久保 正二委員、副委員長に斎藤 剛委員を選任すること

といたしますので、皆様よろしくお願いしたいと思います。

以上をもちまして、本委員会の役員の選出を終了させていただきます。

これからのご審議について、委員長にお願いしたいと思います。

唐鎌学校教育課総務係長

それでは、ここで委員長、副委員長に就任のご挨拶をいただきたいと存じます。委員

長からお願いいたします。

久保委員長

皆さん、こんばんは。委員長を承認していただきました曽呂小学校の久保と申します。

私は、25 年前に旧江見中学校に勤務して、たまたま斎藤委員が３年生で柔道部であ



り、一緒に汗を流した記憶が思い出されます。25 年たったのだなと思い、早いものだ

と思います。その後８年間、江見中学校にお世話になり、すばらしい地域で、恩返しす

る気持ちも若干あります。一生懸命取り組んでいきますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

斎藤副委員長

こんばんは。ただ今、副委員長になりました斎藤 剛と申します。何もわかりません

が、委員長を助ける役割ができればいいなと思います。１年間よろしくお願いいたしま

す。

唐鎌学校教育課総務係長

ありがとうございました。以上で役員選出を終わります。

以後の進行は、久保委員長にお願いを申し上げます。よろしくお願いいたします。

６ 議 事

久保委員長

それでは、ただ今から議長を務めさせていただきますので、委員の皆様のご協力方、

よろしくお願いいたします。

本日の会議につきましては、お手元にお配りしてございます会議次第に沿いまして進

めさせていただきますのでご了承願います。

なお、先ほど、ご承認いただきましたとおり、本日の会議は公開とする。要点をまと

めた会議録を作成し公開する、正確な会議録を作成するため録音するとさせていただき

ます。

次に、本日の会議録の確認をしていただく委員を決めさせていただきたいと思います

が、その方法は、私から指定させていただくということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

それでは、会議録の確認については、委員名簿の順番でお願いしたいと思いますので、

今回は本吉委員を指定させていただきたいと思います。本吉委員よろしくお願いします。

それでは、議事に移らせていただきます。

議事の（１）、「江見３地区学校施設等統合整備の予定等について」でございます。議

事の内容について、事務局説明をお願いします。

長谷川学校教育課課長補佐

それでは、江見３地区学校施設等の統合整備の予定等について、説明させていただき

ます。

資料２をご覧いただきたいと思います。（仮称）江見統合小学校及び江見地区幼保一

元化施設開設に係るスケジュールでございます。本委員会では施設の整備に関する事項

について協議することとしております。表の３段目になりますが、平成 27年４月の開

校に向け、平成 25 年度は施設の設計委託業務を、平成 26 年度は施設建設工事を計画し

ております。

このため、４段目になりますが、江見３地区学校施設等統合整備検討委員会では、施

設整備、通学、校名、校歌、校章、園名、通園等について平成 26 年度までに検討して

いただく予定でございます。当委員会の各項目についてのスケジュールは、資料３に記



載のとおりでございます。各検討内容の所要月数はあくまでも予定であり、前後するこ

ともありますことをご承知ください。

まず、施設整備につきましては７月から 12 月の中で８月に２回、９月に１回、幼保

一元化施設と統合小学校の建築設計プランにおける配置について集中的に検討をいた

だく予定でございます。その後に校名、園名の検討、更に校章、校歌をまとめていくこ

とになります。

通学、通園につきましては長期間の検討になるかと思います。その他、必要に応じて

検討事項に取り組んでいきたいと思います。

次に、統合小学校の施設についてご説明申し上げます。資料４をご覧いただきたいと

思います。

旧江見中学校施設を改修して活用する答申内容でございますので、旧江見中学校校舎

の教室の配置状況を表したものでございます。１ページ目が各施設の配置状況、２ペー

ジ目が１、２階の各教室の状況、３ページ目が３階の状況でございます。平成 27 年の

開校時には、１年生が２クラス、２年から６年生は各１クラスで普通教室は計７クラス

の見込みでございます。特別支援教室は２クラス、特別教室の理科室、家庭科室、音楽

室、コンピュータ室などは共有でなく６教室を予定しております。会議室や少人数教室、

学童教室などを配置したいと考えております。

また、大規模改修では、内外装改修、機械設備、電気設備や階段などを小学校仕様に

変更する計画でございます。次回の会議で、配置案を示したいと思います。

次に、幼保一元化施設についてですが、資料５をご覧いただききたいと思います。

旧江見中学校敷地の航空写真図でございます。市道を上り、プール棟の左側、方位で

言いますと西側になりますが、テニスコート敷地があります。青の実線がおおよその敷

地境界になります。プール棟の南側に備蓄倉庫、市道をはさみ旧中学校校舎となり、こ

れが改修計画の小学校校舎棟になります。東側には体育館棟、南側には野球場と 200ｍ

のトラックが配置されております。

幼保一元化施設の規模としましては、幼稚園は４・５歳児の幼稚園教育と預かり保育

や遊戯室のスペースを、保育園につきましては、０から３歳児の保育室と調理室、職員

室などで、あわせて１歳から３歳児までの延長保育に対応する施設配置とし、建築面積

は約 1,000 ㎡を計画しております。建築場所は、広い校庭の校舎前を予定しております。

概略の配置図として資料６をご覧いただきたいと思います。

江見地区の４月の説明会におきまして、校舎棟とプール棟の間に市道が通っているこ

とから車両と子ども達の安全に配慮する意見がございました。このことから、市道と校

舎棟に接する箇所には門扉やフェンスを設けたいと考えております。送迎用の駐車スペ

ースは、プール棟側にすることで車両と校舎や園舎の分離を図りたいと考えております。

スクールバスの発着につきましては、直接子ども達が乗降できるよう校舎前にロータリ

ーのスペースを確保していきたいと考えております。

また、幼保一元化施設と小学校校舎が隣接することで、幼保園と小学校の連携が図れ

るものと思われます。詳細につきましては、今後設計事務所が検討委員会に出席します

ので、委員の皆様から意見を伺いながらまとめていきたいと考えております。

以上で学校施設等統合整備の予定について説明を終わらせていただきます。

久保委員長

ただ今、事務局の長谷川補佐から江見３地区学校施設等統合整備の予定等について、

年間スケジュールの見込みや施設の配置案などについて説明がございました。

まず、スケジュールに関して、ご質問等がございましたら受けたいと思います。

資料３になると思います。検討内容は、記載してある４点について、この期間で検討



していくということになります。スケジュールについて、ご質問があればお受けします。

本吉委員

施設整備について、もう一度説明していただきたい。８月に何回とか。

長谷川学校教育課課長補佐

資料３の下にも記載しておりますが、８月に２回、９月に１回を予定しています。

八代委員

会議開催予定は、決定ではないので、今から希望をとったりするのですか。

前田学校教育課長

会議につきましては、施設設計の方は、９月中頃までには、おおよそを決めていきた

いと考えておりますので、８月７日、27 日を、９月については、日にちは決定してお

りませんが、９月中頃を予定しております。

また、大半の方のご都合が悪いということであれば、改めて日にちを選定したいと思

いますが、そうでなければ、この案で進めさせていただきたいと思います。

欠席する際には、ご質問等ございましたら、あらかじめ事務局までご意見、ご希望を

伝えていただければ幸いに存じます。

久保委員長

第２回、第３回について、資料３に開催予定ということで記載されておりますが、都

合が悪い方が多いということであれば、変更するということですが、どうでしょうか。

庄司委員

開始時間は、今回のように夜の７時ぐらいからということでしょうか。それによって

は、予定も変わりますので教えてください。

前田学校教育課長

皆様のお勤めの都合があろうかと思いますので、事務局としては、ただ今の時間を考

えておりますが、皆さんが支障ないということであれば、昼間の会議でも構いません。

いかがでしょうか。

できるだけ多くの皆様にご出席いただきたいと思いまして、この時間を予定したとこ

ろですが、いかがでしょうか。午後７時からを予定しております。

久保委員長

８月の両日共に午後７時からということで、どうしても都合の悪い方が多い場合につ

いては変更するということですが、よろしいでしょうか。

もし欠席する場合については、直接事務局の方に意見を伝えるということもできます

ので、この予定で８月についてはよろしいでしょうか。

中村委員

この話し合いは、江見・太海・曽呂についての話し合いなので、市役所まで来ないと

いけませんか。太海公民館とか江見公民館で開催することはできないですか。

蒔苗教育次長



昨年度の学校適正規模検討委員会は、天津小湊地区を含めていたので天津小湊支所で

行いました。今回は、ご指摘のとおり、江見３地区に限った会議でございますので、今

日は市役所でこのように開催しておりますけれど、皆さんがもっと近い方が良い、とい

うご希望であれば、会場の変更については、意向に沿う形で進めていきたいと思ってお

りますので、皆さんのご意見を尊重していきたいと思います。

野田教育長

今、次長からも説明しましたが、私もこの前そのように考えまして、会場は、江見・

太海・曽呂の持ち回りでも良いかなと思いますけれども、皆様方のご意見によってこち

らの方でも考えますので、よろしくお願いします。

久保委員長

いかがでしょうか。それぞれの地区の会場持ち回りということで、事務局の方からあ

りましたので。

中村委員

その方が都合が良いのではないかと思います。わざわざ江見から鴨川市役所まで出て

くるのは大変かなと思います。

佐粧委員

曽呂は結構です。車を駐車するところが無いので。だから曽呂は出向いて行きますの

で、太海、江見でやっていただければと思います。

野田教育長

公民館では、駐車場のスペースが無いという問題もありますね。

蒔苗教育次長

先ほども話したとおり、ここでなければいけないということはありません。

ただ、当初、事務局として考えたのは、１回目をここ、２回目をあそこ、とやると、

案内文書は配りますけれど、委員の皆様が逆にどこだったかと混乱を招くこともあり得

るかと心配したことが１点です。

それから今、教育長も言いましたように、皆さん車で来ますので、駐車スペースがあ

るかどうか。今回は、そのようなことで市役所にしたわけですけれども、事務局として

はそういう考えがありました。

しかしながら、先ほど言ったとおり、皆さんのご意見を尊重していきたいと思います。

久保委員長

曽呂の方は出向くということですので、江見、太海を候補にという案でよろしいでし

ょうか。

山口（眞）委員

江見の公民館では 10 台そこそこしか駐車できません。車をどこに駐車するかという

ことを、考えなければいけないので、ちょっと江見は無理かと思います。

中村委員

漁港はどうですか。



山口（眞）委員

漁港は良いのですが、あっちに駐車する、こっちに駐車する、とバラバラになるのも

いかがなものかと。前回、学校適正規模検討委員会を天津小湊支所で開催した時、天津

小湊支所も駐車場が無くて困りました。海岸駐車場の端の方に駐車したりして、そこか

ら歩いてきたというようなことがありましたので、できればこういう広い所に皆が一緒

に来てもらうのが良いと思います。

また、夏場ですから、空調が効いて涼しい所でやってもらえないかなというような考

えを持っています。

久保委員長

ただ今、山口委員から、会場は市役所に固定した方が良いという案が出ましたがいか

がでしょうか。

山口（眞）委員

太海公民館の状況はどうなのですか。

川上委員

太海公民館は、駐車スペースに限度がありますから、こんなにたくさんは駐車できな

いです。やはり山口委員がおっしゃったように、駐車場が広い所が良いので、この場所

で良いと思います。私どもも出向きます。

久保委員長

この場所が良いだろうという意見が多いのですが、ほかの方どうでしょうか。

曽呂は辞退したということで、江見と太海の区長さんは駐車スペースが多い市役所の

方が来やすいということですが、よろしいですか。

皆さんうなずいているので、次回以降も会場はこの場所ということで。８月の２回に

ついては、午後７時からこの場所で。９月については、中旬にまた連絡が行くと思いま

す。

ではスケジュールについて、資料３に関連する内容ついて、質問・意見がありました

らお願いします。

長谷川委員

次回が８月７日ということで、私もこういう会議に初めて参加するのですが、施設整

備について話し合っていくということですので、資料を当日頂いて、それをもとに今か

らそれを考えろと言われても、なかなかその時に良い考えが出ないと思います。

その後で、やっぱりこの方が良かったという考えが出てくることもあるかと思うので

すが、できれば事前に、例えば現段階でやっている設計のプラン的なものであるとか、

最初に設計をお願いした時のマスタープランというか、そういうものがあるでしょうか

ら、そういったものを事前に頂くとかして、それを基に、我々父兄が、ああいう方が良

いだろう、こういう方が良いだろうと付け加えていく。そのようにしていくには、事前

に資料を頂いてから、ここに臨んでいった方が効率的な会議ができるのではないかと思

います。

長谷川学校教育課長補佐

先ほど施設整備につきまして、説明させていただきましたが、次回は設計事務所に一



緒に参加していただくという中で、いろいろな意見を直に聴いてもらうため、まずはた

たき台としてのプランは出したいと思っております。

それは通知文を出す時に、間に合うように、努力していきたいと思います。

長谷川委員

そのたたき台を、事前に頂けるのであれば、より効率的な会議になり、前に進めるの

ではないかなと思います。

長谷川学校教育課長補佐

今回、資料６でお示ししました幼保一元化施設については、新築ということでござい

ますので、建てる箇所をまず決めた中で、そのプランの了解が得られましたら、建物の

形状等の間取りを示していければということで考えております。

八代委員

これが、次回の資料のたたき台なのですか。新築の計画ですか。

久保委員長

これは、現時点での建設場所の計画案ということです。これについてはまた、この後、

聴きたいと思います。

とりあえずスケジュールだけについて、質問、ご意見よろしいでしょうか。

では続いて、もう一つの今日の議題になります施設配置の予定ということで、資料６

になると思います。

まず配置です。施設の場所が決まらないと、設計内容の検討に移れないので、まずは

この配置について、質問、ご意見がありましたら受けたいと思います。

八代委員

小学校校舎についてですが、駐輪場が入っているのですが、これは今あるものがその

まま残っているだけですか。

小学校に駐輪場ということは、小学生が自転車で通うことが可能ということですか。

それとも保護者用ですか。

長谷川学校教育課長補佐

駐輪場につきましては、小学生が自転車で通学ということではございませんので、学

校へ来られる保護者の方とかの駐輪スペースを確保していきたいということで、既存の

施設を活用しながらということで表示させていただいております。

八代委員

備蓄倉庫も今あるものを活用するから、ここに備蓄倉庫とあるのですか。

長谷川学校教育課長補佐

備蓄倉庫は地域の防災拠点でもございますので、今まで中学校の時には広い敷地とい

う中で、設置をして参りました。それが別の所に移動ができるのであれば、移動したい

ところですけれども、やはり学校施設は防災面で避難所ということに今後なって参りま

すので、そういうものも備えた施設の方が良いということで、今のところ移動は考えて

おりません。

ただ、どうしてもというご意見があれば、消防防災課と協議をして、移動等は検討し



ていただく予定でございます。

八代委員

駐車場の中のこの場所に設置しなければいけないというものですか。

長谷川学校教育課長補佐

今現在、備蓄倉庫としてある施設ですから、それを移動しないで、避難所として使っ

ていく中では、備蓄倉庫も当然必要ということになって参りますので、移動は今のとこ

ろ考えていないということです。

久保委員長

その他、どうでしょうか。

山口（眞）委員

前回の学校適正規模検討委員会の中で、中学の旧校舎を使用した場合には、教室の数

が足りないので、増築するというような話があったと思うのですが、それはしなくても

良いのですか。

長谷川学校教育課長補佐

資料１をご覧いただきたいと思います。こちらの５ページ、それぞれの各小学校施設

を活用する方法、中学校施設を活用する方法で検討させていただきました。その中で江

見中学校校舎を使うという時には、教室が十分にあるということで、増築は考えており

ませんでした。

ただ、それぞれの既存の小学校施設を使用する場合は、クラス数が足らないというこ

とで、増築をしなければならないというような意見があったと思います。

久保委員長

山口委員、よろしいでしょうか。

山口（眞）委員

私の記憶違いだったようです。今日、前回の資料を持ってこなくて、申し訳ないです。

分かりました。

前田学校教育課長

旧江見中敷地につきましては、５ページのその他のところに、敷地面積として、増築

スペースの有無というところに○が付いております。確かに万が一、増築する必要があ

った時については、十分な広さがあります、ということで提示をさせていただきました。

また、施設の規模、教室数のところをご覧いただきますと、先ほど長谷川補佐からも

申し上げましたとおり、平成 27 年度の開校を予定する中では、クラス数も現状では十

分取れるということで、現段階では増築は特に必要ないと思っております。

ただ、万が一ということでは、増築するスペースは十分にあるということで、お示し

をさせていただいております。

久保委員長

その他に、いかがでしょうか。



本吉委員

図面の中の三角形は、入口を表しているのですか。

長谷川学校教育課長補佐

資料６ですか。小学校校舎棟のところは、昇降口になります。幼保一元化施設の三角

形も、アプローチの道路がございますので、その辺が入口になります。

これはあくまで概略ですので、これから建物の形を示していった中で、玄関の位置な

どを協議したいと思っています。

石渡委員

園庭と校庭はどこかで区切るのですか。園庭も校庭も一緒ですか。

長谷川学校教育課長補佐

今の考えとしては、小学校でボール等の競技もございますので、そこにはフェンスを

設置したいと考えています。

ただ、建物の形状もこれから決めていく中で、建物で区切っていくというような方法

もございますので、それをお示ししたプランの中で決定していきたいと思います。

久保委員長

いずれにしても、分かれるような配置になるということですね。フェンス、あるいは

園舎で。

石渡委員

園庭があまり広すぎると、園児がどこかに行ってしまうといけないと思います。

久保委員長

そうですね。事務局に確認ですけど、次回の第２回会議の案内の中に、もう少し詳し

い施設の計画を添えて出すということでよろしいでしょうか。

長谷川学校教育課長補佐

そのような扱いをしたいと思います。

久保委員長

今日の段階では、スケジュールと施設の建設場所、おおまかな場所についての内容が

中心ですけど、これについてよろしいでしょうか。

山口（眞）委員

次回も施設について検討で、これに集中していくということですか。２回目、３回目

についても。

久保委員長

それでは、次回の予定というものがありましたら事務局お願いします。

山口（眞）委員

通学、通園のこともありますので。要するに集中審議にするのか、並行してやるのか。

例えば、並行してやるとしたら、いつ頃からやるのか。次回からもう並行してやるのだ



ということであれば、この通園、通学に関しては、父兄の方から意見がいっぱい出てく

ると思います。そのような意見も吸い上げていかなければいけないと思います。

ただ、８月の２回は施設だけに集中するよということであれば、施設だけに限ったも

ので、もっていけると。通園、通学バスの問題は、その次だということであれば、その

ようにしたい。

どのような予定で進めていくのか、予定を教えていただけますか。

蒔苗教育次長

今後の予定でございますが、今はこの大まかな施設配置、この旧江見中学校のグラウ

ンドの所で良いということであれば、先ほどから出ておりますもっと詳しいマスタープ

ランというか内容について、事前にお配りをして、そしてそれを詰めてもらうことを予

定しています。

次回はそこを、きっちりやっていただこうと思っております。その見通しがついた段

階で、３回目になりましょうか、２回目、３回目については、ここをきちっと固めてお

いて、そして大方見通しがついたということになれば、その次に先ほどから出ておりま

す、通学、通園のバスも含めたそういう課題について、きっちりと協議をしていただこ

うと、このように思っています。

両方同時に次回からというのは、物理的に難しいと思います。

今の事務局の案としては、まずは施設の設計、ここを固めた上で次に、通学等の段取

りに入っていく。このように考えておりますのでお願いします。

野田教育長

今、次長が説明したとおりですけれども、もうすぐ夏休みですよね。

やはり、地域の方、ＰＴＡの方々のご意見を聴くのもこれから必要になるかと思いま

す。そうしますと、通学等につきましては、おおよそ９月の４回目ぐらいとは考えてい

ますが、夏休み期間中でも地域の意見がございましたならば、収集していただきたいと

思いますし、また、要望がありましたならば、こちらからも出向いて説明したいと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

久保委員長

とりあえず、８月一杯は第２回、第３回で施設を中心に話しあっていくということで、

それが決まり次第、また次に。

八代委員

お聞きしたいのですけど、設計業者さんは、何というところですか。それから、どの

ような学校にしたいとかそういう要望は、市から何らかの依頼をしていますか。こうい

う建物にしたいとか、生徒達をこのようにしたいという希望は、どのようにして出して

いるのでしょうか。

長谷川学校教育課長補佐

設計事務所は、鴨川市でも各小学校の設計を今まで実施して参りました、千葉市に事

務所がある榎本建築設計事務所というところでございます。

統合小学校につきましては、中学校校舎を小学校仕様に変えていくということで、内

装については、小学校仕様の改修なのですが、壁を結構抜いていくとか、そのようなと

ころまでは考えていません。小学校にどのような形で、使い勝手の良い物にしていくか、

あるいはロッカー等を小学校に合うような大きいものにするとか、そのようなところを



決めていきます。

幼稚園につきましては、一体型の施設となって参りますので、どのような使い勝手が

いいのか。こちらは南向きのグラウンドで了解が取れましたので、日当たりの良い立地

条件でございます。その中で、風通しが良くて、日当たりが良い、あと園庭もしっかり

と一体で使えるようなもので進めていきたいというような内容でお願いしています。

八代委員

ある程度のプラン、この図面の中に点線で表示されているような、このような形にな

るというものができているということですか。

長谷川学校教育課長補佐

この点線につきましては、幼稚園、保育園の先ほど建築規模をご説明した中で、およ

そこのくらいになるのではないかという表示です。ですから、細かいところまでは、ま

だ決まっておりません。

次回、建物をどのように配置するのかというのを、もっと具体的に示して、あとは間

取り、各保育室の位置関係とか調理室の位置とか、そういうものを示していきたいと思

っています。

八代委員

今の説明は分かりましたが、幼保一元で江見３地区では、子ども達をどのようにして

いって欲しいというのを、市としてはどのような要望で出しているのですか。ＰＴＡの

今までの希望とかを聴いた上で、どのように出してもらっているのかを聞きたいのです

けど。そういう要望内容を、何か出してもらえますか。

長谷川委員

今の八代委員の意見は、実務的にどこの使い勝手ではなくて、子ども達がどのように

育つ環境を作っていきたいとか、そういったソフト的な面のことで、今、ご説明してい

ただいているのは、大体ハード的な面についてで、校舎がこういう向きで、校庭がこっ

ちとかいうことではなくて、多分、八代委員が言っているのは、そういったソフトの面

についてで、まず建築物を造るに当って、こういった考えで、子ども達を育てる為に、

こういうものを造っていこうという考え方のことを言っているのではないですか。

それを教育委員会、鴨川市として、どのような提示をしていますか、ということでは

ないですかね。

蒔苗教育次長

この敷地の中に小学校棟とそれから幼保一元化施設を組み込んだ、この教育的なコン

セプトは何ですかということですよね。

ご承知のとおり、本市では幼保一元化、それから小中一貫等を進めていく中で、幼小

連携も同時に重要視しております。

ですから、０歳児から小学校が終わる 12 歳まで、この子ども達が、常に自分の育ち

を意識できるように、つまりそれは、この場所に幼保一元化施設を持ってきた理由は、

そこにもあるのですけれども、いつも同一敷地内で、目に見えるところで、０歳児から

12 歳の６年生までが、遊んだり、交流をすることができるわけです。そのことによっ

て、教科以外で学ぶところがたくさん出てきますし、今だと例えば、小学校と保育園、

幼稚園。保育園と交流するのも多少時間が掛かるのです。

ですから、ここに配置することによって、今までできなかった新たな教育活動、この



旧江見中学校の敷地を利用して、ここに施設を配置することによって、今までできなか

った新たな交流であるとか、新たな教育活動が展開できて、それぞれお互いが育ちを見

取って学んでいける事が、ここであれば可能であると考えております。

そういう訳で、幼保一元化施設をほかの場所ではなくて、ここの敷地にもってきたと

いうのは、そういうところがございます。

野田教育長

ＰＴＡの方々の要望とか、学校教育をやっていく中でのいろいろな課題とか、これは

３小学校の校長先生が、現在の江見、太海、曽呂では、うまく行かなかった部分を、統

合することによって、教育活動でこういうデザインができると。これは今後も、３小学

校の校長先生は、定期的にその辺の打ち合わせをしていくかと思います。

一体となった形で、新しい統合小学校のイメージというものを作っていきたいという

ふうに考えています。校長先生方の意見も聴きながらやっていきたいと考えています。

久保委員長

２回目、３回目もありますので、意見を整理して、また意見を出してもらえればと思

います。

蒔苗教育次長

確かにコンセプト、非常に大事なことだと思います。先ほどは、子どもの視点で言い

ましたけれども、教師側の視点もございますし、保護者側から見た、この学校でなけれ

ばできないというか、見えない部分が見えてくる部分もございますので、このコンセプ

トについては、この委員会が進んでいく中で、教育委員会として改めてお示しをする機

会をいただければと思っていますので、よろしくお願いします。

久保委員長

それでは、今日は資料３の江見３地区学校施設等統合整備検討委員会のスケジュール

について、４項目について今後このようなスケジュールで取り組んでいくということ。

もう１点は、施設の計画ということで、主に幼保一元化施設の位置というか、大まかな

建設場所について、一応確認できたかと思います。

次回の会議の前には、より詳しい計画が添えられて案内が届くということですので、

それぞれ地元に帰りましたら周りの方々から意見を聴いたり、情報を収集したりという

ことで、準備の方をお願いしたいと思います。

２回目、３回目については、施設整備を中心に話し合っていくということですので、

皆さんの意見が反映できるようによろしくお願いします。

庄司委員

学童保育の施設等は、どのように考えていますか。または、考えて欲しいというよう

な希望があります。

現在、太海小学校の保護者で、特に学童保育を強く希望しているとか、学校の方に相

談は無いのですが、今の保護者は、ほとんどが共働きですし、そういう関係もあって、

実は太海小学校に入学するはずの子が、鴨川小学校に入学しているという現実等もあり

ますので、その辺も懸案として考えていただきたいです。

ここでの回答ではなくて、考えていただきたいと思っていますので、よろしくお願い

します。



蒔苗教育次長

答えなくても良いということなのですが、答えさせてください。

学童クラブについては、先ほど補佐の説明にもあったと思いますが、各地区の説明会

に伺った時にも、保護者の方から出ております。ですから、それはもう当然のごとく、

受け止めておりまして、ここの建物であればそのスペースも確保できるということもあ

ります。

預かり保育、そして学童保育、これはある一定の保護者の希望がなければ中々難しい

のですけれども、子育てサービスの充実、これは市としての重要な施策でございますの

で、これを実現するためにも、当然ながら学童クラブの希望があればできるという目論

見の中での確認でございますので、よろしくお願いいたします。

庄司委員

もう一点なのですが、敷地の件で、ロータリーがあって非常にいいなという反面、ロ

ータリーがあるために、そこをグルグル車が周って、それは指導の仕方にもよると思い

ますが、入ってきた車が次々に子どもをここで降ろすという形になると非常に危ない。

歩いている子どもがいたり、バスから降りた子どもも居るという形になると思うので、

ロータリーがあると、そこで皆がグルッと周って昇降口の前で降ろす。小学校、それか

ら幼保一元化施設の前で降ろすということが当たり前というように思われると困るな

と思います。

実は、子どもの安全を守るためには、できるだけ昇降口の近くに車が無い方が良いで

す。本当にそう思います。そこのところを考えたもの、何かロータリーというのがどう

いう意図を持ってやるのかということも併せて設計段階で考えていただけたらと思い

ます。

また、どうしても昇降口まで車を寄せなければいけないお子さんも中にはいると思い

ます。具合の悪い子であったり、そういう状況もあるので、そのことも考えて敷地の設

計の方をお願いしたいと思います。

長谷川学校教育課長補佐

こちらのロータリーは、スクールバスの乗降がしやすいスペースということで考えて

おります。基本的には、保護者の送迎は、プール棟前の駐車場を考えており、車との事

故を起こさない様に、フェンスとかそういったものを作って分離していきたいと考えて

います。

久保委員長

その他、どうでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、今回の会議については、この辺でよろしいでしょうか。また、第２回まで

には、詳しい計画が添えられて案内がなされるということですので、それらを見てまた、

意見をまとめて来ていただいて、次回も発言していただければと思います。

今回は、たくさんのご意見ありがとうございました。特に無いようですので議事の

（１）を終わります。

続きまして、議事の（２）その他に移ります。皆さんから何かございますか。それで

は、無いようですので、事務局から何かありますか。

前田学校教育課長

次回の会議でございますが、先ほどから申し上げておりますように、８月７日水曜日、

午後７時から市役所のこの場所で開催したいと思いますので、お忙しいこととは思いま



すが、よろしくお願いいたします。

八代委員

曽呂小学校の父兄から言われたことでお伺いしたいのですが、統合小学校は再来年度

の平成 27 年度から開校予定ではないですか。でも、来年度は曽呂小学校のまま存続と

なりますが、複式学級になってしまうというのはもう決定事項なのですかという質問が

ひとつあったので、聞かせていただきたいです。

再来年度で統合になるのだから、１年ぐらい猶予みたいなものはないのですかという

質問です。

野田教育長

県教育委員会に話は持っていきたいと思います。これは、鴨川市教育委員会の決定事

項ではなく、県教育委員会が決定するものですので、その辺のところは要望を出してみ

ますけれども、人がいればですね。

教職員の配置が手薄になります。現在よりも減りますので。

八代委員

人というのは児童のことですか。

野田教育長

教諭のことです。教諭の配置が平成 25 年度と同じだけいれば、今と同じような体制

はできるのです。

これは、市教育委員会から県の方に要望していきますが、定数は決まりなのです。教

諭がいれば何とか両方の学年に先生がつくことができます。この辺は学校の権限になり

ますが、ただ、教員が減った場合には無理なのです。

久保委員長

平成 26 年度には複式学級が２つできる予定です。２年生、３年生、４年生、５年生

が対象です。１名増置教員がありますので、１学年は単独でできるのですが、もうひと

つはこのままいく限り、正式な教員は定数が決められているのでどうしても複式学級は

発生してきます。

八代委員

正式な教員ではなくても、配置することはできるのですか。

野田教育長

正式な教諭の配置ではなく、講師みたいな形で。要するに、クラスは２学年で一つな

のですが、指導を分けてやる。そういうような形になります。

久保委員長

学力が低下しないように、国語とか算数などの教科については、２学年で調整するよ

うな工夫だけは何とかしていきます。

その他で何かありますか。

本吉委員

学校長ということで、少し話をさせていただきたいと思います。



平成 27 年度を目途に統合に進むということで、江見小学校、太海小学校、曽呂小学

校の校長先生が集まりまして、これから何とかしていこうじゃないかということを話し

ております。今日現在ですけれども、統合に向けてということで、準備委員会を設立し

ていかなければいけないのではないかというような話になっております。

どういう話になったかと言いますと、学校運営に関してひとつ立ち上げる。それから、

教育課程、カリキュラムについて立ち上げる、勉強関係ですね。それから学校管理関係

で立ち上げる。これは、ＰＴＡとか諸団体が一緒になりますので、それを一緒にどう取

り組んでいくかということを話し合う部署ですね。それらを立ち上げてこれから進めて

いこうと考えております。

手始めとしまして、交流を実施するということで各学年、今年度中に１回、江見と曽

呂と太海の学年でひとつ何か行事をもって交流を進めていこうということで進んでお

ります。もう、日程の方も決まりまして、それから内容の方も決まっております。

こういう形で３小学校の校長の中でも準備の方を少しずつ進めていこうという話に

なっておりますので、ご了解していただきたいと思います。

細かなことが分かりましたならば、この場を借りまして何回か紹介していきたいと思

います。今日は、この辺まででと思います。どうぞよろしくお願いします。

庄司委員

先ほど、本吉校長が言っておりましたが、３校の小学校の交流をやろうということで、

学年毎の実施となりますが、一緒になった時にお互いに顔がわかる、それから、今学ん

でいることがわかるという機会があるということは、統合小学校になることはもちろん

ですけれども、鴨川中学校に進学する際にも非常に良いだろうということで、例えば、

１年生であれば、会って遊ぼうという生活科の単元の授業を３校一緒に行います。それ

から、３年生は総合的な学習の時間の社会科の授業で、各地域を勉強していきますので、

学んだことをお互いに発表し合うものをやろうと、同じ日ではなくて、学年毎に違いを

つくり、違う場所で行うということを今考えています。

少しでも統合した時に子どもが不安だとか無いようにということで、今できることを

ということで、今年はそれで考えています。また、皆さんからのご意見等あれば考えて

いきます。

久保委員長

その他ということで何かありますでしょうか。

特に無いようですので、以上で議事の（２）を終わります。

以上で本日予定されておりました議事の一切を終了しました。本日の会議を終了した

いと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。

（異議なし）

では、事務局に戻します。

７ 閉 会

（午後８時 30 分閉会）

唐鎌学校教育課総務係長

ありがとうございました。

本日は長時間に亘り、ご審議をいただきましてありがとうございました。以上をもち

まして、本日の会議を終了させていただきます。



本会議の内容を確認したので署名する。
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